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ま ざ まな問題点 を協議す る た めに ， 1910年，エ デ ィ ン バ ラ で 世界会議 を持 っ た 。 同会

議の第 7分科会 は
「宣教 と政府」 を主題 に して い た が，そ の 報告書 に は ， ア ジ ア で は

日本 ， 中国 ， イ ン ド， オラ ンダ領東イ ン ドの状況 が報告 さ れ て い る 。 同会議の 報告 と

討議を見 る と，宣教師が西欧諸 国 の 植民 地主義 と同一視 されて きた こ と の 問題性が は

っ き り と指摘 さ れ て い る
。 しか し ， 西欧 の 文明 を伝達 し被宣教地 の民衆の 福祉 を向上

させ る とい う 「文明扶植論 」 は極め て 濃厚で あ り， また福音 を全世界 に 伝 えね ばな ら

な い とする
「使命感」 も強 い

。 植民 地に お ける宣教政策 を世界 的に調整す る こ とに 重

きを置 い た 同会議 で は ， 被宣教地 で の 軋轢 を回避 す るた め に ，政教分離 （政治不干

渉）， 原住民 の宗教 ・社会制度 （と くに イ ス ラ ム ） に対 する慎重 な態度 ， 宣教活動や 原

住民 ク リス チ ャ ン へ の 圧迫が あ っ て も本国政府の 介入 を要請 す べ きで な い こ と等 ，
い

くつ か の 原則が提言され て い る 。世界 の植民 地政策の 流れ が 直接統治か ら間接統治 に

移行 した こ とに応 じて
， 宣教政 策 も政教

一一
致 か ら政教分離へ 移行 した もの と思われ る 。

また 「倫理政策 」 等に呼応 して，教育や住民 の福祉向上 に対す る宣教師の 役割 が強調

され て い る 。 全体的に西欧中心主義 は 拭 えず ， 植民 地 に お ける軋轢 に対 す る 自己批判

的分析 も弱 い が ， 戦後 の プ ロ テ ス タ ン ト教会 の世界宣教の 出発点 として の 意味 は大 き

い
。

驫
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北 ス マ トラ に お ける港市国家 と後背地 一 一弘末雅士

　北 ス マ トラ は古 くか ら国際海洋交易活動の 舞台 の
一

つ とな り， 河川 の 河 口 付近 に 港

市国家の 成立 を見た
。

と りわ け15〜17世紀 に か けて海洋交易活動が活性化 した 時代に

は，ア チ ェ ，パ サ イ ，
パ ル ス

， ア ル （デ リ）等の 港市国家が 隆盛 した 。 また 18世紀終

わ りか ら19世紀前半 に か けて ，
ペ ナ ン や シ ン ガ ポー

ル との 交易が活発化す る と ， 東岸

のデ リ，アサ ハ ン
， シ ア ク等が 繁栄 した 。こ れ らの 港市の 後背地 は，豊富 な降雨 に ょ

っ て形成 され た森林や河川 盆 地 を有 し，港市 に 森林生産 物や 米，家畜 を始 め，胡椒，

タバ コ
，

ガ ン ビ ール 等の 商品作物 ま た奴隷 を搬出 した 。

　報告者 は ， 従来交易活動の 活性化が 港市の 後背地 に対 する 影響力の 強化 を もた ら し ，

文化的 に も前者が 後者 を組み 込 ん で い くと指摘さ れ た の に対 し
， 内陸バ タ ッ ク地区 と

周辺港市 との 関係 を通 して ， 港市 と後背地 との ネ ッ トワ ー
ク の 強化が必ず し も前者の

後者 に対す る
一義的支配 に結びつ か ず ， 後背地側 に 港市 の経済活動 を補完す る権威が

形成 さ れ た こ とを説明 した い
。

　港市 は ， 上述 した時期後背地か ら の 産物の 調達を は か る ため ，
バ タ ッ ク地 区の産地

に バ タ ッ ク族 の 代官 を任命 し ， 産 地 との 関係の 強化 を図 っ た 。 内陸部の 人々 の港市支

配者に対 する尊 崇の 念 は強 く， 産地 と港市 との 交易関係 は維持 され た 。 と こ ろ で こ の

一
方で ， 内陸部 の 人々 は ， 自ら の 生産活動の 基 盤 を保障す る権威 を必要 と して い た 。

港市支配者 は ， 後背地 の 人 々 か ら豊穰 を もた らす力 を有す る と信 じ ら れ た が
， 実際港

市 か ら内陸部 に食料 を供給す る こ と は きわめ て困難 であ っ た 。
バ タ ッ ク地区 の 内陸部

トバ 湖畔 に 農耕 を司 る力 を有す る と信奉 さ れ た神聖 王 シ LT／ シ ン ガ ＝ マ ン ガ ラ ジ ャ が成
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立 した の は， こ う した事情 に よ る。そ して 港市側 も こ の 神聖王 の 権威 を認め
， 後背地

との相互依存関係を強化す る こ とで ， 上述 した時代に 対処 した の で あ っ た 。

◎

◎

15 ・ 16世 紀の チ ャ ン パ ー
とヴ ェ トナ ム との 関係

一一 一 一
和田正彦

　チ ャ ン パ ーの 歴史に つ い て の 専著に は
， G ．マ ス ペ ロ の 『

チ ャ ン パ ー王 国』 と R ℃ ．マ

ジ ュ ム ダー
ル の

『チ ャ ン パ ー
』 が ある こ とは つ とに 知 られ て い る。 しか し ヴ ェ トナ ム

後黎朝の南進政策 に よ っ て 1471年 に事実上 ヴ ェ トナ ム の 属 国に な っ て以 後の 歴 史に つ

い て は ， こ の 2書 も記す と こ ろ は極 め て 少な く， ほ か に こ の 時代 の チ ャ ンパ ーの 歴更

を扱 っ た研究論文 も皆無に 近 い 状 況で ある 、

　ヴ ェ ト ナ ム 後黎朝の 聖 宗は 147／年に そ の 都 ヴ ィ ジ ャ ヤ （閣婆城 ， 現 ヴ ィ ン e デ ィ ン ）

を包 囲し て 3 万入 を捕虜に し， 4 万人 を殺 した の ち ， チ ャ ン パ ーの 旧領 の 5 分 の 4 を

併 合 して 廣南 ・升華の 両承宣 を設 置 した。その後 ， 南方の パ ー
ン ド ゥ ラ ン ガ （藩郎 ，

現 フ ァ ン ・ラ ン ）に 移 っ た チ ャ ン パ ー
は ， 1693年に は廣南の 阪氏 の

‘
南 進

”
に よ っ て ，

そ の 名を順 城鎮 と改 め られ て藩属 国 とな り， そ の 独立性 を奪わ れ た 。

　 しか し ， チ ャ ン パ ーは ， 1471年の 後黎朝の 聖宗の親征以後，1832年に 阮朝 に よる改

土帰流に よ っ て 順城鎮が 廃止 さ れ
，

ヴ ェ トナ ム 人官吏 に よ っ て 直接統治さ れ るまで は ，

は じめ は後黎朝の ，16世紀後半以 降 18世紀未 まで の 鄭阮両氏 に よ る南北抗争期 は廣南

の 阮氏の ， そ して ／9世紀初頭 は阮朝の支配下 で ， 時代に よ っ て程度の差 はあ るが ，領

土 を侵蝕 され っ つ も ， 占城 国 お よ び順 城鎮 とし て 半独立 の 地 位 を保 っ て い た こ とが ，

「大越史記全 書』，

「

欽定越史通鑑網 目』 ，

「大南寔録 』 な どヴ ェ トナ ム 側 の史料か ら知

られ る の で あ る 。

　 さ ら に注 目す べ き こ とは，事実上 ヴ ェ トナ ム の 支配下 に入 っ た 1471年以降 も， チ ャ

ン パ ーは中国の 明朝 と朝貢関係 を数十年 に わ た っ て 維持 し て い た こ と で ある。こ の こ

と は 「明實録 』 の 記事か ら知 られ る 。
こ の事実 は どの よ うな ヴ ェ トナ ム ・チ ャ ン パ ー

両国 内事情お よび国際関係 を反映 した もの で あ っ た か を ，

「明實録 』の 記事や ヴ ェ トナ

ム 側 の 史料か ら考 え て み る の が 今回の 発表の 目的で ある 。

英国小説 の なかの イン ド ・東南ア ジ ア
ー “

白人の 責務
”

か ら
t‘

支配す る もの が腐 る
”

まで
一

小 泉允雄

　英 国の 近代小説 に は イ ン ドに 生 きた キ プ リ ン グ や航海者と して 南の 島々 を体験 した

J．コ ン ラ ッ ドを始祖 とす る ，
い わ ば 「

イ ン ド ・東南ア ジ ア も の 」 と い う べ き，
一

つ の

伝統が あ る 。 それ は
『
イ ン ドへ の 道 』 の フ ォ ス ター

，

「ビ ル マ の 日々 』 の オーウ ェ ル で

終わ る こ とな く ， 戦後の 現代作家たち に も引き継が れ て い る 。 帝国主 義に 栄光 を見た

キプ リ ン グ か ら ，

「

威 張 る もの が 先に 腐 る 」 こ と を発見 した オ ーウ ェ ル ま で ， そ の 流れ

は ， 植民者側の 帝国意識や ア ジ ア
・イメ ージの変化の歴史 を写 し出す。それ と ともに ，

それ らの 小 説群 は植民地時代末期の ビ ル マ や マ ラ ヤ で の 白入社会の 悲喜劇 を い き い き
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